
コメツガクチブサガ

７月頃にトドマツの枝に粗く糸を張り葉を食べるイモムシ（幼虫）．最大長約14mm．体は白から淡い緑色，背中に４本の赤か

ら緑の縦筋と小さな黒点がある．葉の裏面をけずりとるように食べるので，残った部分が黄色く枯れて目立つ．葉上で10mmほ

どの黄色の繭を作り蛹になる．繭の両端はとがる．

森林でまれに多発する．

【学名】 Ypsolopha tsugae 

【分類】 チョウ目（Lepidoptera），スガ科（Yponomeutidae）

【分布】 北海道，本州．

【生態】

宿主：トドマツ，コメツガ．

年１世代．幼虫は６月に当年生葉を食べる．６月中旬～７月上旬に葉上で黄色の繭を作って蛹になる．成虫は７月に出現．
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